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ざ
ん
さ

Ｑ　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
色
あ
せ
た

分
別
ポ
ス
タ
ー
の
更
新
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
昨
年
度
、
各
公
民
会
に
新
し
い
分
別

看
板
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
不
足
す
る

場
合
や
、
更
新
の
必
要
な
箇
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
連
絡
の
上
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

Ｑ　

資
源
ご
み
の
収
集
箱
に
「
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
表
示
を
し
て
ほ
し

い
。

Ａ　

表
示
板
は
配
布
し
て
い
ま
す
。
不
足

箇
所
や
ほ
か
に
も
必
要
な
資
源
ご
み
分
別

表
示
板
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

Ｑ　

現
在
配
布
さ
れ
て
い
る
分
別
ポ
ス

タ
ー
1
枚
で
は
分
か
り
に
く
い
。
よ
り

細
か
く
ケ
ー
ス
ご
と
に
記
載
さ
れ
た
冊

子
（
Ｑ
＆
Ａ
本
的
な
も
の
）
の
作
成
を

希
望
し
ま
す
。

Ａ　

分
別
の
パ
タ
ー
ン
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
の
で
、
困
惑
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
掲
載
内
容
を
検
討
し
冊
子

の
作
成
等
に
向
け
た
準
備
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ　

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ

ー
の
改
善
を
。

Ａ　

以
前
の
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
が
見

づ
ら
い
（
分
か
り
づ
ら
い
）
と
の
ご
意
見

が
あ
り
、
今
回
カ
レ
ン
ダ
ー
式
に
し
ま
し

た
。
分
別
ポ
ス
タ
ー
も
併
せ
て
様
々
な
ご

意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
見
や
す
く

て
分
か
り
や
す
い
カ
レ
ン
ダ
ー
等
に
逐
次

改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
柔
ら
か
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
す
か
？

Ａ　

大
き
な
硬
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
衣
装

ケ
ー
ス
・
ベ
ビ
ー
バ
ス
等
）
は
「
不
燃
ご

み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
資
源
ご
み

の
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
、
そ
れ

以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
「
可
燃
ご

み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
分
別
に
つ
い

て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

分
別
指
導
員
の
研
修
を
実
施
し
て

ほ
し
い
。

Ａ　

地
域
に
よ
っ
て
は
指
導
員
を
置
か
な

い
公
民
会
や
、
輪
番
制
で
分
別
当
番
を
し

て
い
る
公
民
会
も
あ
り
ま
す
。
研
修
会
の

参
加
対
象
者
等
を
含
め
開
催
方
法
に
つ
い

て
、
今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。

Ｑ　

不
燃
ご
み
の
出
し
方
・
ご
み
の
焼

却
禁
止
に
つ
い
て
も
広
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ　

通
報
や
依
頼
の
あ
る
た
び
に
広
報
紙

や
防
災
無
線
で
周
知
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
必
要
に
応
じ
広
報
に
努
め
ま
す
。

Ｑ　

公
民
会
未
加
入
者
の
ご
み
出
し
に

つ
い
て
、
対
策
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
厳
守
に
つ
い
て

は
、
広
報
等
に
よ
り
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。
公
民
会
未
加
入
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
し
て
は
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
や

公
民
会
に
お
い
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
含
め
随

時
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
入
者
へ

は
転
入
手
続
の
時
に
そ
の
都
度
説
明　

　

を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ア
パ
ー
ト
等
の
集
合
住
宅
居
住

者
に
は
チ
ラ
シ
等
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
分
別
の
悪
い
箇
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
可
燃
ご
み
か
ご
の
不
具
合
や
資
源
ご

み
収
集
ボ
ッ
ク
ス
等
が
不
足
す
る
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
（
生
コ

ン
打
ち
・
小
屋
つ
く
り
等
）
を
し
た
い

時
は
、
衛
自
連
の
助
成
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
活
用
下
さ
い
。

※
ご
み
の
焼
却
等
に
か
か
る
処
理
経
費

は
年
間
約
１
億
１
千
７
百
万
円
で
、
皆

さ
ん
に
分
別
し
て
い
た
だ
い
た
資
源
ご

み
の
売
却
収
入
（
年
間
約
1
千
２
百
万

円
）
は
、
こ
の
ご
み
の
処
理
経
費
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
、
公
民
会
の
中
で
共
助
の
精
神
を

育
み
、
お
互
い
が
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。で
き
な
い
こ
と（
人
）

を
嘆
く
よ
り
、
ま
ず
自
分
が
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
が
出
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
文
化
に
な
り
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
湯
田
地
区
に
あ
る
一
般

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
様
子
で
す
。
焼

却
残
渣
（
灰
）
、
不
燃
ご
み
等
の
埋
め
立

て
処
分
を
行
う
た
め
、
平
成
５
年
３
月
に

５
億
２
，
３
６
０
万
８
千
円
か
け
て
現
在

の
場
所
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
建
設
か
ら
21
年
が
経
過
し
、
埋

立
処
分
の
期
間
は
、
平
成
36
年
３
月
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
源
の
有
効
利
用
や
、
次
の
世
代
へ
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量

化
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
ご
み
の
処
理
・
処
分
の
４
原
則
「
減
量
化
、
安
定
化
、
安
全

性
、
資
源
化
」
に
加
え
、
３
Ｒ
【
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
、
リ
ユ
ー
ス

（
再
使
用
）
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
】
の
推
進
の
た
め
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
推
進
の
た
め
今
年
３
月
か

ら
４
月
に
か
け
て
、
町
内
１
３
４
の
全
公
民
会
に
お
い
て
、
ご
み
の
減
量
化

に
つ
い
て
説
明
と
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
際
出
さ
れ
た
、
主
な
ご
意
見
に
対
す
る
回
答
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
等
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

　

写
真
は
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出

さ
れ
た
ご
み
の
中
か
ら
出
て
き
た
、
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
ご
み
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
分
別
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
こ

の
よ
う
な
物
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
買
取
価
格
も
安
く
な
る
た
め
収
入
も
減
り
、

町
の
出
費
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
一
人
く
ら
い
な
ど
と
思
わ
ず
に
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
来
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
出
さ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
（
汚
れ
が
と
れ
な
い
物
は

燃
え
る
ご
み
へ
）

▼

割
り
ば
し
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
乾
燥
剤

な
ど
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▼

し
ゃ
も
じ
、
タ
ッ
パ
ー
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も

な
ど
。
（
燃
え
る
ご
み
へ
）

▼

紙
製
容
器
（
紙
類
）
や
、
缶
の
フ
タ
（
不
燃

物
）
等
が
混
入
し
て
い
ま
し
た
。

▼

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！！

ご
み
の
減
量
化
（
分
別
）

ご
み
の
減
量
化
（
分
別
）

２広報さつま３ 広報さつま

【
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
・

　
　
看
板
等
の
改
善
と
更
新
】

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

　
　
　
　
　
分
別
方
法
】

【
広
報
・
研
修
会
】

【
公
民
会
未
加
入
者
の

　
　
　
　
ご
み
出
し
は
？
】←

←■
ご
み
処
理
経
費
は

　
　
　
　
１
億
円
以
上
で
す

捨
て
れ
ば
ご
み
・

　
　
分
け
れ
ば
資
源
！！

「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に

　
　
　
　
　
混
入
し
て
い
ま
し
た
。

ご
み
の
最
終
処
分
場
も

　
永
遠
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
環
境
課
　
環
境
係

　
　
☎（
53
）１
１
１
１（
内
線
２
１
２
７
）

　
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
☎（
53
）３
１
１
１



九電柱
ＮＴＴ柱

Ａ-１ Ａ-２Ａ-３

Ａ-６ Ａ-７Ａ-８

Ａ-４ Ａ-５

Ａ-９ Ａ-10

Ｄ-１ Ｄ-２

Ｄ-５ Ｄ-６ Ｄ-７ Ｄ-８

公園

九電鉄塔

Ｃ-２Ｃ-３

Ｃ-４Ｃ-５Ｃ-６

集会所
（予定）

Ｈ-１

Ｈ-３

Ｈ-２

Ｉ-１

I-２

Ｉ-３

Ｇ-１

Ｇ-２

Ｇ-３

Ｇ-４

Ｇ-５

Ｆ-１

Ｆ-２

Ｆ-３

Ｆ-４

Ｆ-５

Ｅ-１Ｅ-２

Ｅ-３

Ｅ-４

Ｅ-５

公園

調
整
池

分譲済み区画

温泉付区画

Ｂ-２

Ｂ-４ Ｂ-５ Ｂ-６
済済

済

済済済

済

済

済

済
済

済

済

済

済
済

済

済

済

済

済

済

済

Ｃ-１
済

Ｂ-３
済

Ｂ-１
済済済

済済

Ｄ-３ Ｄ-４
済

済

Ｎ

済済

済

済

済

済 済
済

済

済

済

済

済

済

済

済

　　　電　柱

　　　街　灯

契約済み

宅地２
515.33㎡
契約済

宅地３
497.70㎡
契約済

宅地４
415.23㎡
契約済

宅地９
397.78㎡
契約済

宅地10
437.64㎡
契約済

宅地12
433.00㎡
契約済

宅地11
441.54㎡
契約済

宅地14
383.48㎡
契約済

宅地13
397.21㎡
契約済

宅地15
438.24㎡
契約済

宅地16
430.16㎡
契約済

宅地17
431.66㎡
契約済

宅地18
394.23㎡
契約済

宅地19
426.39㎡
契約済

宅地20
424.04㎡
契約済

宅地21
429.40㎡
契約済

宅地22
417.49㎡
契約済

宅地24
486.67㎡
契約済

宅地25
452.45㎡
契約済

宅地26
381.02㎡
契約済

宅地27
434.94㎡
131.57坪

宅地28
428.67㎡
129.67坪

宅地29
484.80㎡
契約済

宅地30
526.51㎡
契約済

宅地５
417.45㎡
契約済

宅地６
400.59㎡
契約済

宅地７
383.33㎡
契約済

宅地８
397.26㎡
契約済

駐車場・公園

宅地23
382.79㎡
契約済

済 済 済

済済済済済

済 済 済 済 済

済済済済

済 済 済 済

済

済

済

済

済

済

Ａ-１ 47,786387.56 117.23 5,602,0001，400,821

43,8164,963,0001，241,218

49,4045,799,0001，450,938

43,8164,981,0001，245,585

43,8174,961,0001，240,568

43,8154,739,0001，185,219

43,8194,640,0001，160,125

43,8194,622,0001，155,592

43,8144,983,0001，246,070

113.27

113.68

117.38

113.73

113.22

105.48

105.89

108.16

374.47

388.05

375.82

375.97

374.31

348.72

350.08

357.57

Ａ-２

Ａ-６

Ａ-７

Ａ-８

Ａ-９

Ｂ-２

Ｂ-５

Ｃ-２

区画

番号

面　　　積 新分譲価格
値下額

㎡ 坪 土地価格 坪単価
佐
志
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン(

温
泉
付
き)

全２７区画

区画

番号

面　　　積 新分譲価格
値下額

Ｄ-１ 32,179401.06 121.32 3,904,000976,499

35,4554,262,0001，065,544

32,1983,893,000973,991

32,1893,882,000971,483

32,1844,040,0001，010,013

33,0823,997,0001，000,268

29,5343,923,000980,764

31,5223,979,000994,917

37,1084,670,0001，168,013

32,1764,234,0001，059,636

37,7674,109,0001，028,092

120.21

120.60

120.91

108.80

125.53

131.59

125.85

126.23

132.83

120.82

397.40

399.72

398.70

359.69

414.99

435.01

416.05

417.31

399.43

439.13

Ｄ-５

Ｄ-６

Ｄ-７

Ｅ-２

Ｆ-３

Ｆ-４

Ｇ-１

Ｇ-２

Ｉ-１

Ｉ-２

㎡ 坪 土地価格 坪単価一
般
住
宅

購入するなら購入するなら

おトクですよ！
今が

４広報さつま５ 広報さつま

は
分
譲
済
み
区
画
で
す
。

賃
借
の
場
合
、
温
泉
付
き
区
画
は
対
象
外
で
す
。

さ
つ
ま
町
土
地
開
発
公
社
で
は
、
定
住
促
進
の
一
環
と
し
て
住
宅
を

建
築
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
住
宅
団
地
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

温
泉
付
き
、
緑
に
包
ま
れ
た
静
か
な
住
環
境
、
賃
貸
方
式
な
ど
特
色

あ
る
優
良
物
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
つ
ま
町
土
地
開
発
公
社
（
企
業
誘
致
対

策
室
内
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○貸付料　１坪（３.３㎡）当たり月額100円
○貸付契約期間　20年間（期間満了後は自分の土地になります。）
※ただし、契約締結日から12年経過後に延滞なく、貸付料を納めてい
　た場合、残りの貸付料を全額納めれば、自分の土地になります。　

面 積

価 格

分 譲 区 画 数

坪 単 価

108坪～132坪（一般宅地）
105坪～117坪（温泉付き）

388万円～467万円（一般宅地）
462万円～580万円（温泉付き）

29,500円～37,800円（一般宅地）
43,800円～49,400円（温泉付き）

11区画（一般宅地）
 9区画（温泉付き）

面 積

価 格

坪 単 価

分 譲 区 画 数

65坪～119坪

230万円～442万円

35,000円～39,000円

５区画

（平成26年7月1日現在）

残り

20
区画

町
で
は
、
分
譲
型
の
住
宅
団
地
の
ほ
か
に
、
中
津
川
地
区
に
定
住
促
進
住
宅
団

地
を
造
成
し
、
１
坪
当
た
り
月
額
１
０
０
円
で
20
年
間
の
賃
貸
方
式
に
よ
る
宅

地
の
契
約
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業
誘
致
対
策
室
ま
た
は
、
薩
摩
支
所
総
務
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

129坪・131坪

２区画

面 積

募 集 区 画 数

・住宅の築年数に応じて

・さつま町への転入

・町内間の対象地域への転居

・対象地域で、中学生以下の

子供を養育している方

・さつま町への転入者

のみ

・150万円以上の工事を

行う場合

・中学生以下の子供
１人につき

・かごしま材・地元
木材を10㎥以上利
用した場合

佐志ニュータウン航空写真佐志ニュータウン航空写真

●佐志ニュータウン
　　　　新分譲価格

２０
実施中

さ
つ
ま
町
住
宅
団
地
の
ご
案
内

分
譲
・
賃
貸
方
式
対
象
住
宅
団
地

■所 在 地　鹿児島県薩摩郡さつま町田原字古城
■上 水 道　各区画に引込み管設置済み
■下 水 道　農業集落排水管設置済み
■ガ　　ス　プロパンガス（個人設置）
■建ぺい率　 70％
■容 積 率　400％　　　

佐志ニュータウン （平成26年8月1日現在）

・分譲型住宅団地　さつま町土地開発公社（企業誘致対策室）　　　☎53-1111　内線2333

・定住促進住宅団地　薩摩支所 総務係　　　　　　　　　　　　　 ☎53-1111　内線6112

・周辺地域等移住定住促進補助制度　企業誘致対策室　企業誘致係　☎53-1111　内線2333　

　※詳細はホームページでご覧になれます。http://www.satsuma-net.jp

■お問い合わせ先

定住促進住宅団地

残り

5
区画

残り

2
区画

★対象者　次のいずれかの条件を満たす方
①さつま町へ転入し、住宅を取得(建設又は購入)した方
②さつま町へ転入し、住宅をリフォームした方
③町内間で対象地域に転居し、住宅を取得(建設又は購入）した方
④現在も対象の地域に居住し、住宅を建設し、かつ中学生以下の子供を養育している方
※これ以外にも条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

最高160万円
を支給します

【
さ
つ
ま
町
の
移
住
定
住
支
援
制
度
の
ご
紹
介
】

さ
つ
ま
町
へ

転
入
し
住
宅
を

　
建
て
た
方
な
ど
に

■所 在 地　鹿児島県薩摩郡さつま町中津川字不堂
■水　  道　各区画に引込み管設置済み
■ガ　　ス　プロパンガス（個人設置）
■建ぺい率　 70％
■容 積 率　400％

■所 在 地　鹿児島県薩摩郡さつま町神子字石橋段
■水    道　各区画に引込み管設置済み
■ガ　　ス　プロパンガス（個人設置）
■建ぺい率　 70％
■容 積 率　400％

中津川定住促進団地

鶴田湯田原ニュータウン

（平成26年7月1日現在）

子育て加算
10万円
(上限30万)

地元木材活用加算
10万円

％

対象期間

（平成26年４月１日～平成29年３月31日）

町
内
間
の
転
居
も
対
象

住宅新築
40～120万

住宅購入
２0～100万

住宅リフォーム
50万以内



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

「
ぶ
ど
う
」
と

「
芋
焼
酎
」
の

新
酒
誕
生

町
の
魅
力
再
発
見

盈
進
小
史
跡
巡
り

中
津
川
区

む
ら
づ
く
り

　
　
運
動
表
彰

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
交
流

宮
之
城
地
区
６
校

河
川
敷
に
足
湯
完
成

足
湯
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

焼
酎
電
車
出
発
!!

「
さ
つ
ま
町
を
Ｐ
Ｒ
」

６広報さつま７ 広報さつま

　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
下
旬
に
か

け
て
、
川
薩
地
区
中
学
校
総
合
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
日
頃
の
体
育
学
習
や

部
活
動
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
熱
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
県
大
会
に
川
薩
地
区

の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
団
体
・

個
人
種
目
を
紹
介
し
ま
す
。

　

県
大
会
の
結
果
は
広
報
さ
つ
ま

９
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

（　

）
は
川
薩
地
区
中
学
校
総
合

体
育
大
会
の
順
位
で
す
。

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子　

宮
之
城
中
学
校
（
１
位
）

　
　
　

鶴
田
中
学
校　

（
２
位
）

女
子　

山
崎
中
学
校　

（
１
位
）

　
　
　

鶴
田
中
学
校　

（
２
位
）

◆
野
球

男
子　

鶴
田
中
学
校　

（
２
位
）

◆
柔
道

男
子
団
体　

宮
之
城
中
学
校　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
位
）

◎
個
人　

山
崎
中
学
校　

１
人

　
　
　
　

宮
之
城
中
学
校
５
人

◆
陸
上

低
学
年
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
　

鶴
田
中
学
校　

（
３
位
）

共
通
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
　

宮
之
城
中
学
校
（
４
位
）

低
学
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
　

鶴
田
中
学
校　

（
３
位
）

共
通
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
　

宮
之
城
中
学
校
（
１
位
）

　
　
　

薩
摩
中
学
校　

（
２
位
）

◎
個
人　

山
崎
中
学
校　

２
人

　
　
　
　

宮
之
城
中
学
校
９
人

　
　
　
　

鶴
田
中
学
校　

８
人

　
　
　
　

薩
摩
中
学
校　

８
人

◆
卓
球

女
子
団
体　

宮
之
城
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
位
）

◎
個
人　

宮
之
城
中
学
校
６
人

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
団
体　

宮
之
城
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
位
）

◎
個
人　

宮
之
城
中
学
校
４
人

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子　

宮
之
城
中
学
校
（
３
位
）

◆
水
泳

共
通
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
　
　

鶴
田
中
学
校
（
３
位
）

◎
個
人　

宮
之
城
中
学
校
16
人

　
　
　
　

鶴
田
中
学
校　

６
人

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

女
子　

宮
之
城
中
学
校

※
水
泳
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
地

区
大
会
の
成
績
に
関
係
な
く
県
大

会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
、
町
総
合
体
育
館
で

６
校
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
宮
之
城
中
学
校
に
進

学
す
る
小
規
模
６
小
学
校
（
流

水
・
佐
志
・
白
男
川
・
泊
野
・
平

川
・
柊
野
）
の
５
・
６
年
生
児
童

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
71
人
の
児
童
が
参
加

し
、
各
校
混
合
チ
ー
ム
で
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
互
い
に
「
ナ
イ

ス
」
「
ド
ン
マ
イ
」
と
声
を
掛
け

合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
鹿
児
島
市
で
市
電

を
貸
し
切
っ
た
、
さ
つ
ま
町
宣
伝

電
車
【
焼
酎T

ra
in

（
ト
レ
イ

ン
）
】
第
１
弾
運
行　

〜
「
祝
葡

萄
の
お
酒ｆ

i
le
r

完
成
Ｐ
Ｒ
と

夏
焼
酎
・
焼
酎
電
車
」
〜
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
青
森
県
鶴
田
町
の
ぶ
ど

う
「
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
と
本
町
の

軸
屋
酒
造
㈱
さ
ん
の
焼
酎
が
融
合

し
た
「
葡
萄
の
お
酒
」
の
完
成
を

祝
う
と
と
も
に
本
町
の
宣
伝
も
合

わ
せ
て
、
町
観
光
特
産
品
協
会
が

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

電
車
は
、
鹿
児
島
駅
か
ら
谷
山

駅
を
約
90
分
か
け
て
往
復
し
、
一

般
募
集
し
た
市
内
の
旅
行
業
関
係

者
や
観
光
夢
大
使
な
ど
が
乗
車
し
、

意
見
交
換

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　　　

６
月
27
日
、
東
京
の
都
道
府
県

会
館
で
、
青
森
県
鶴
田
町
産
の
ぶ

ど
う
と
さ
つ
ま
町
で
生
産
さ
れ
る

芋
焼
酎
を
組
合
せ
た
新
し
い
お
酒

「ｆ
i
le
r

（
仏
語
で
「
紡
ぐ
」

の
意
）
」
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
青
森
県
鶴
田
町

の
中
野
町
長
と
日
髙
町
長
が
出
席

し
、
「
両
町
の
特
産
品
を
使
っ
た

最
初
の
赤
ち
ゃ
ん
で
あ
り
、
可
愛

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
新
商
品
の

誕
生
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
酒
は
、
昨
年
６
月
、
青

森
県
鶴
田
町
か
ら
、
特
産
品
で
あ

る
ぶ
ど
う
「
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
を

組
合
せ
た
ア
ル
コ
ー
ル
が
で
き
な

い
か
と
の
打
診
が
あ
り
、
さ
つ
ま

町
で
は
地
元
の
軸
屋
酒
造
㈱
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
今
年
６
月
に
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル

度
数
14
度
で
、
や
さ
し
い
甘
さ
や

香
り
が
特
徴
で
す
。
町
内
の
酒
屋

さ
ん
で
も
限
定
販
売
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

６
月
６
日
、
盈
進
小
学
校
６
年

生
に
よ
る
町
内
の
史
跡
や
文
化
等

に
触
れ
る
体
験
的
活
動
（
遠
足
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
、
霧
島
神
社
、
轟
の

瀬
、
穴
川
橋
、
楠
木
神
社
な
ど
の

史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

　

史
跡
で
は
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
が
行
わ

れ
、
児
童
は
写
真
を
撮
っ
た
り
メ

モ
を
取
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

見
学
後
、
児
童
は
推
込
分
水
路
に

集
合
し
、
分
水
路
や
虎
居
城
に
つ

い
て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
内
容
は
、
各
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
、
今
後
宮
之

城
観
光
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
そ
う
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
12
の
メ
ン
バ
ー
（
下

村
愛
さ
ん
、
徳
永
龍
憲
さ
ん
、
鷹

屋
楓
さ
ん
、
森
永
梨
紗
子
さ
ん
、

田
頭
慶
悟
さ
ん
、
重
森
英
斗
さ

ん
）
は
、
「
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
で
す
。
誰
が
見
て
も
わ

か
り
や
す
い
地
図
を
作
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　

平
成
25
年
度
の
鹿
児
島
県
共

生
・
協
働
の
む
ら
づ
く
り
運
動
に

お
い
て
、
鹿
児
島
県
知
事
賞
を
受

け
た
中
津
川
区
む
ら
づ
く
り
委
員

会
の
関
係
者
３
人
が
６
月
18
日
、

町
長
室
を
訪
れ
日
髙
町
長
に
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

久
保
中
津
川
区
館
長
は
、
「
中

津
川
区
の
今
ま
で
の
活
動
が
評
価

さ
れ
た
表
彰
。
今
後
も
区
民
の
協

力
を
受
け
、
よ
り
一
層
活
動
を
充

実
し
て
い
き
た
い
。
」
と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
、
日
髙
町
長
か
ら
祝
福

を
受
け
ま
し
た
。

　

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
に
あ
わ

せ
、
役
場
職
員
２
４
９
人
と
議

員
16
人
が
さ
つ
ま
町
商
工
会
発

行
の
商
品
券
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１

５
３
万
８
千
円
分
、
24
万
円
分

を
共
同
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
地
元
商
店
の

応
援
を
目
的
と
し
て
平
成
21
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
20
日
に
は
、
町
長
室
で

『
〝
地
元
商
店
〟
応
援
金
目
録
授

与
式
』
が
開
か
れ
、
購
入
金
額

が
書
か
れ
た
目
録
が
商
工
会
へ

渡
さ
れ
ま
し
た
。

左
か
ら
、
橋
之
口
商
工
会
副
会
長
、

小
牧
商
工
会
長
、
日
髙
町
長
、
柏
木
副
議
長

試合後、握手する児童

仲良く見学したグループ12のメンバー

「filer」を手にする中野町長（左）と日髙町長

足湯作りに多くの方が参加

甘くて美味しいよ！

受章報告に訪れた中津川区役員（中央３人）

説明を真剣に聞く児童

華やかな電車内の様子

町
職
員
と
議
員
が

　 

町
商
工
会
商
品
券
を
共
同
購
入

中
総
体
開
催

県
大
会
へ

　
多
数
出
場

　

６
月
15
日
、
宮
之
城
温
泉
河
川

敷
に
お
い
て
「
足
湯
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
開
催
さ
れ
、
岩
の
隙
間
か

ら
湧
き
出
る
温
泉
を
利
用
し
た
天

然
の
足
湯
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
多
数
参
加

さ
れ
、
町
内
の
建
設
青
年
部
の
皆

さ
ん
や
ダ
ム
再
開
発
工
事
の
関
係

者
の
方
々
と
一
般
募
集
で
集
ま
っ

た
約
２
０
０
人
が
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

足
湯
を
皆
さ
ん
も
是
非
一
度
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
レ
ー
ル

フ
ィ
レ
ー
ル



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

来
庁
者
駐
車
場
整
備
中
で
す

た
だ
今
、

甘
い
香
り
に
う
っ
と
り

完
熟
梅
を
収
穫

「
絆
」
を
深
め
る

商
工
会
青
年
部
　

　
　
　
清
掃
活
動

道
の
駅
つ
る
た
大
盛
況

町
の
特
産
品
を
販
売

幼
稚
園
児
と
交
流

柊
野
小
出
前
公
開

町
学
校
保
健
・
安
全
研
究
大
会

言
葉
に
つ
い
て
学
ぶ

園
児
等
の

　
作
品
展
示
中

ま
ち
な
か
美
術
館

８広報さつま９ 広報さつま

　

６
月
26
日
、
柊
野
小
学
校
の
出

前
公
開
（
学
校
公
開
）
が
聖
母
幼

稚
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
11
人
が
園
児
や
保
護

者
の
前
で
、
学
校
紹
介
を
し
た
り

ソ
ー
ラ
ン
節
や
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
一
緒
に
触
れ
合
え
る
遊

び
と
し
て
「
猛
獣
狩
り
に
行
こ
う

よ
」
や
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
も

行
わ
れ
、
園
内
は
笑
い
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

園
児
は
「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

ん
た
ち
の
発
表
を
見
た
り
一
緒
に

遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

小
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　　

町
学
校
保
健
会
は
、
７
月
３
日

に
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
中
村

朋
美
さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、

「
生
き
た
言
葉
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〜
心
を
元
気
に
す
る
魔
法

の
言
葉
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
１
４
０
人
以
上
の
参
加

者
が
あ
り
、
中
村
さ
ん
の
鹿
児
島

弁
を
交
え
た
軽
快
な
話
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。　
　

　

講
演
の
中
で
、
相
手
と
の
会
話

で
、「
お
い
し
い
け
ど
固
い
ね
。」

を
「
固
い
け
ど
お
い
し
い
ね
。」
、

「
や
っ
て
み
ま
す
が
、
難
し
そ
う

で
す
ね
。
」
を
「
難
し
そ
う
だ
け

ど
、
や
っ
て
み
ま
す
。
」
と
言
い

換
え
る
こ
と
で
言
葉
か
ら
受
け
る

印
象
が
変
わ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
話
の
最
後
の
部
分
に

笑
み
を
添
え
る
こ
と
で
相
手
と
の

心
の
結
び
つ
き
が
深
ま
る
こ
と
な

ど
を
参
加
者
同
士
で
確
か
め
合
い
、

実
感
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

学
校
や
家
庭
、
職
場
の
中
で
、

相
手
、
時
と
場
、
状
況
に
よ
っ
て
、

会
話
の
中
の
言
葉
を
大
切
に
選
ぶ

こ
と
で
、
お
互
い
の
人
間
関
係
が

豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分

と
周
り
の
人
の
心
に
栄
養
を
与
え
、

心
を
健
康
に
す
る
た
め
に
と
て
も

勉
強
に
な
る
講
演
会
で
し
た
。

　　　

宮
之
城
屋
地
商
店
街
ア
ー
ケ
ー

ド
内
に
あ
る
竹
楽
亭
で
は
、
第
３

回
ま
ち
な
か
美
術
館
を
７
月
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
目
の
今
回
は
、
町
内
に

あ
る
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
達

の
作
品
を
１
月
交
代
で
来
年
３
月

ま
で
展
示
し
ま
す
。
７
月
は
、
保

育
園
ク
オ
ラ
キ
ッ
ズ
の
園
児
達
に

よ
る
力
作
の
数
々
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
今
月
は
、
吉
祥
園
保
育
所
の

園
児
達
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

各
園
の
特
色
あ
ふ
れ
た
作
品
が

展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
商
店

街
で
お
買
い
物
の
際
は
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

言葉について講演される中村さん

園児とじゃんけんする柊野小児童

　

本
年
５
月
に
着
工
し
ま
し
た
旧

庁
舎
解
体
工
事
が
終
盤
を
迎
え
ま

し
た
。

　

５
月
か
ら
内
装
材
の
撤
去
を
行

い
、
６
月
よ
り
庁
舎
躯
体
の
解
体

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月
は
じ
め
に
は
庁
舎
全
体
が

解
体
さ
れ
、
整
地
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
駐
車
場
整
備
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
来
庁
者
駐
車
場
が

非
常
に
狭
く
な
り
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
も
う
し

ば
ら
く
の
間
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
満
車
の
場
合
は
、
旧
堀
之

内
製
糸
跡
地
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

６
月
15
日
、
薩
摩
地
区
の
梅
園

で
完
熟
梅
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

薩
摩
西
郷
梅
生
産
組
合
が
行
う

こ
の
収
穫
祭
は
今
年
で
２
回
目
で
、

町
内
外
か
ら
約
90
人
が
訪
れ
、
赤

く
染
ま
っ
た
完
熟
梅
の
収
穫
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
熟
し
て
ネ
ッ
ト
に

落
ち
た
梅
を
拾
っ
た
り
、
枝
か
ら

ち
ぎ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

子
供
の
参
加
も
多
く
、
た
く
さ

ん
の
梅
を
ち
ぎ
っ
て
袋
に
詰
め
て

い
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
、
町
商
工
会
青
年
部

員
に
よ
る
全
国
統
一
事
業
「〝
絆
〞

感
謝
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
６
月
10
日
の
「
商
工
会
の

日
」
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
雨

天
の
た
め
延
期
と
な
り
、
今
回
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
東
日
本
大
震
災

や
各
地
で
発
生
し
た
災
害
等
で
再

認
識
さ
れ
た
青
年
部
と
地
域
の

「
絆
」
に
つ
い
て
確
認
・
感
謝
し
、

よ
り
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
全
国
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
７
人
の
部
員
が
商

工
会
本
所
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
・
清

掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こんなにたくさん獲れました

６月２日、大型トラック・解体重機の出入口ができました

　

町
で
は
、
本
年
度
さ
つ
ま
町
誕

生
10
周
年
を
記
念
し
て
、
町
民
の

皆
様
に
役
立
つ
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
多
く

の
企
業
、
各
種
団
体
及
び
事
業
者

の
皆
様
に
ご
協
賛
い
た
だ
き
、

「
さ
つ
ま
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
各
世
帯
に

１
冊
ず
つ
お
届
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
身
近
に
置
い

て
い
た
だ
き
、
日
常
生
活

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
閲
覧
等
も
で
き
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
係

　

（
内
線
２
２
２
３
）

７月１日、建物はほとんど無くなりました

活動に参加した商工会青年部員

７月９日、整地作業が始まりました

さつま町の品物は大盛況でした

７月はクオラキッズの作品が展示されました

この看板を目印にお越しください

暮
ら
し
の
便
利
帳
が
で
き
ま
し
た

　

６
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
、

友
好
交
流
盟
約
を
結
ん
で
い
る
青

森
県
鶴
田
町
で
「
道
の
駅　

つ
る

た
」
鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ
13
周
年
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
フ
ェ

ア
」
＆
「
全
国
道
の
駅
フ
ェ
ア
」

と
銘
打
ち
、
静
岡
県
を
始
め
全
国

の
道
の
駅
11
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

フ
ェ
ア
会
場
に
は
、
２
日
間
で

２
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
さ
つ

ま
町
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
特
に
「
か

ぼ
ち
ゃ
」
と
「
さ
つ
ま
あ
げ
」
が

大
好
評
で
、
な
か
で
も
今
回
初
め

て
販
売
し
た
「
ご
ぼ
う
天
」
は
、

す
ぐ
に
売
り
切
れ
る
人
気
商
品
で

し
た
。

き
ず
な



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

消
防
操
法
大
会
開
催

本
町
か
ら
７
分
団
出
場

ぶ
ど
う
の
収
穫
始
ま
る

町
ブ
ド
ウ
振
興
会

永
野
小
学
校
児
童

自
転
車
の
技
術
を
学
ぶ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

非
行
と
犯
罪
の

　
　
　
な
い
町
へ

ダ
ン
ス
や
劇
な
ど
発
表

薩
摩
中
央
高
校
文
化
祭

企
業
と
高
校
が

　
　
意
見
交
換
会

あ
い
さ
つ
が
重
要

命
を
守
る
学
習

求
名
小
で
水
辺
の

　
　
　
　
安
全
教
室

10広報さつま11 広報さつま

　　　

７
月
11
日
と
12
日
、
薩
摩
中
央

高
校
で
「
新
し
き
ト
ビ
ラ
を
今
、

こ
の
手
で
開
け
よ
う
。
〜
L
e
t

　

i
t 

g
o
! 

薩
摩
中
央
〜
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
か
ぐ
や
祭

（
文
化
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
学
校
で
展
示
・
販

売
・
食
物
バ
ザ
ー
・
有
志
団
体
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
で
、
学
級
の
劇
や
映
像
、

ダ
ン
ス
部
の
発
表
、
吹
奏
楽
部
の

演
奏
な
ど
の
舞
台
発
表
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
校
関
係
者
や
保
護
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
中
学
生
や
一
般
の

方
々
も
来
場
さ
れ
、
高
校
生
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　　

７
月
４
日
、
町
内
の
製
造
業
17

社
及
び
町
・
議
会
・
商
工
会
で
設

立
し
て
い
る
、
さ
つ
ま
町
も
の
づ

く
り
企
業
振
興
会
（
栗
山
二
郎
会

長
…
植
囿
産
業
㈱
）
と
、
高
校
等

進
路
指
導
担
当
教
諭
に
よ
る
企
業

視
察
並
び
に
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
倉
内
工
業
団
地
に
進
出

し
自
動
車
用
プ
ラ
グ
部
品
等
を
製

造
し
て
い
る
㈱
サ
ト
ウ
精
工
宮
之

城
工
場
を
見
学
し
た
後
、
会
場
を

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
に
移
し
て
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
薩
摩
中
央
高
校
を
は
じ
め
、

川
薩
・
出
水
・
姶
良
地
区
な
ど
の

公
私
立
高
校
や
技
術
専
門
校
10
校

12
人
、
振
興
会
の
会
員
企
業
10
社

か
ら
社
長
な
ど
12
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

会
で
は
、
学
校
側
か
ら
企
業
に

対
し
、
採
用
に
対
す
る
考
え
方
や

高
校
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
採
用

後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

企
業
か
ら
は
、
来
春
の
採
用
計
画

や
採
用
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
、
特

に
基
本
的
な
あ
い
さ
つ
の
重
要
性

を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城

の
徳
田
耕
喜
所
長
よ
り
、
高
校
新

卒
者
の
就
職
状
況
と
傾
向
等
に
つ

い
て
の
説
明
も
あ
り
、
充
実
し
た

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
求
名
小
学
校
で
Ｂ

＆
Ｇ
の
海
洋
教
育
事
業
で
あ
る
体

験
か
ら
学
ぶ
「
水
辺
の
安
全
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
難
事
故
防
止
を
ね

ら
い
と
し
た
学
習
で
、Ｂ
＆
Ｇ
の
指

導
者
３
人
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
紙
芝
居
で
水
難
事
故

防
止
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
衣
服

を
着
た
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
り
ま
し

た
。
衣
服
を
着
た
ま
ま
で
は
、
服

が
体
に
張
り
付
い
た
り
重
く
な
っ

た
り
で
泳
ぎ
に
く
い
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

救
命
胴
衣
の
使
い
方
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
を
使
っ
て
の
浮
き
方
、
お

ぼ
れ
て
い
る
人
の
助
け
方
等
も
学

び
ま
し
た
。
水
に
ふ
れ
る
機
会
の

多
い
夏
休
み
を
前
に
充
実
し
た
命

を
守
る
学
習
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
、
鹿
児
島
県
消
防
協

会
薩
摩
支
部
消
防
操
法
大
会
が
薩

摩
総
合
運
動
公
園
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
火
活
動
に
必

要
な
技
術
及
び
消
防
精
神
を
養
う

目
的
で
、
隔
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

本
町
か
ら
は
７
分
団
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
激
し
い
雨
が
降

る
あ
い
に
く
の
天
候
で
、
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
も
悪
い
状
況
で
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
集
中
力
を
切
ら
す
こ

と
な
く
真
剣
な
眼
差
し
で
、
機
械

操
作
や
放
水
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
後
援
会
や
選
手
の
家
族

な
ど
も
見

学
に
訪
れ

て
声
援
を

送
る
な
ど
、

会
場
内
は
、

大
い
に
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

　

競
技
は
、
消
防
ホ
ー
ス
を
延
長

し
て
放
水
し
、
火
に
見
立
て
た
的

を
倒
す
ま
で
の
所
要
時
間
と
士
気
、

規
律
、
迅
速
で
正
確
な
動
作
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
ポ
ン
プ
車
の
部

柏
原
分
団
２
位
、
平
川
分
団
５
位
、

川
原
分
団
６
位
、
紫
尾
分
団
７
位

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

神
子
分
団
２
位
、
永
野
分
団
５
位
、

山
崎
分
団
７
位

　

７
月
25
日
、
さ
つ
ま
町
ブ
ド
ウ

振
興
会
（
福
岡
喜
一
郎
会
長　

会

員
９
人
）
に
よ
る
ぶ
ど
う
収
穫
祭

が
、
新
生
団
地
（
広
瀬
）
の
福
岡

観
光
農
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
現
在
３
ha
で
ブ
ラ

ッ
ク
オ
リ
ン
ピ
ア
、
巨
峰
、
安
芸

ク
イ
ー
ン
、
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の
品

種
を
栽
培
さ
れ
、
今
年
は
35
ト
ン

の
生
産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

収
穫
祭
に
は
、
関
係
者
の
ほ
か

山
崎
保
育
園
の
園
児
も
招
待
さ
れ
、

甘
く
て
お
い
し
そ
う
な
ぶ
ど
う
を

選
ん
で
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ぶ
ど
う
の
販
売
は
、
町
内
の
観

光
農
園
、
宅
配
の
ほ
か
、
各
直
売

所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

６
月
28
日
、
永
野
小
学
校
校
庭

で
４
年
生
以
上
の
児
童
14
人
と
保

護
者
が
参
加
し
、
「
親
と
子
の
自

転
車
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
野
小
児
童
は
、
中
学
生
に
な

る
と
自
転
車
通
学
に
な
る
た
め
、

公
道
で
自
転
車
に
乗
る
際
の
交
通

ル
ー
ル
や
基
本
操
作
が
身
に
つ
く

よ
う
に
実
技
演
習
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

児
童
は
校
庭
に
設
置
さ
れ
た
コ

ー
ス
で
、
ジ
グ
ザ
グ
走
行
、
８
の

字
走
行
、
Ｓ
字
走
行
な
ど
の
練
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
走
行
テ
ス
ト

で
は
、
５
年
生
の
山
本
彪
太
郎
さ

ん
が
ミ
ス
な
し
の
減
点
０
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
、
保
護
司
会
・
更
生
保

護
女
性
会
・
民
生
委
員
を
は
じ
め

町
内
の
中
学
生
38
人
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
運

動
は
、
毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と

し
て
定
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
で
64
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
町
内
の
ス
ー
パ
ー
の

駐
車
場
な
ど
で
チ
ラ
シ
を
配
り
、

買
い
物
客
等
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生
は
、

「
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　７月14日、佐志の松比良農園でパッション

フルーツの収穫祭が錦光保育園児12人を招待

して行われました。

　松比良さんは、平成24年から新生地区で果

樹栽培を始められ、現在、ハウスでマンゴー

20ａ、パッションフルーツ10ａを栽培してい

ます。昨年９月に植えつけられたパッション

園には、赤紫色の果実が鈴なりに実をつけて

おり、東京・名古屋市場へ出荷されるほか、

地元の直売所でも８月上旬まで販売を予定し

ています。今後、町の新たな特産物として期

待されます。

ダンス部によるオープニングダンス

ネットに落ちた実を収穫する園児

真剣に練習する児童（遅のり走行の様子）

ポンプ車の部（柏原分団）

チラシを配りPRする中学生

（左から）ぶどうを収穫する福岡会長と日髙町長

水の怖さについて学ぶことができました

意見交換会の様子

小型ポンプの部（神子分団）

パッション

　フルーツ
パッション

　フルーツ

錦光保育園児が収穫

収穫祭収穫祭

こ

た

ろ

う
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急業務及び救急医療に対する国民の正しい
理解と認識を深めるため、「救急の日」及

び「救急医療週間」にあわせ、町民・医療機関・
行政が救急医療の現状や課題を考えるための機会
として、「地域医療を考える町民講座」が次のと
おり開催されます。
　今回は、宮崎県北の地域医療を守る会事務局長
福田政憲氏を講師に招き「地域医療を守るために
私たちができること」と題し、宮崎県北の地域医
療を守る会の取組みと考え方を講演いただきます。
　また、同時に「心肺蘇生法（ＡＥＤの使用方法
等）」に関する講習会も行われます。私たちも、
救急隊や医師と同じ、命を救うチームの一員です。
チームワークで命をつなぐために、応急手当を学
びましょう。
※なお、先着150名様に参加賞品を準備してあり
ます。多くの皆さんの参加をお願いします。

昭和６１年４月２日(２８歳)から平成９年４月１日(１８歳)までに生まれ、
高等学校以上の学校を卒業した者又は平成２７年３月に卒業見込みの者

平成２６年９月２１日（日）

①～③で交付いたします。
最寄りの場所でお受け取りください。
①さつま町役場（本庁）総務課　
　行政係
②さつま町役場鶴田支所　総務係
③さつま町役場薩摩支所　総務係
※本町のホームページからもダウンロ
　ードできます。

①～④で交付いたします。最寄りの
場所でお受け取りください。
①さつま町消防本部（消防署）
　消防課　総務係
②さつま町役場（本庁）総務課
　行政係
③さつま町役場鶴田支所　総務係
④さつま町役場薩摩支所　総務係
※本町のホームページからもダウン
　ロードできます。

受験申込書に必要事項を記入し、履歴
書（自筆のものに写真を貼付）及び受
験票用写真１枚を添えて、提出してく
ださい。
提出先：さつま町役場（本庁）
　　　　総務課　行政係
※鶴田・薩摩支所では受付けませんの
　で、ご了承ください。

受験申込書に必要事項を記入（自筆
のものに写真を貼付）し、受験票用
写真１枚を添えて、提出してくださ
い。
提出先：さつま町消防本部　消防課
　　　　総務係
※本庁・鶴田・薩摩支所では受付け
　ませんので、ご了承ください。

平成２６年８月２１日（木）まで

午前８時３０分から午後５時１５分まで（土曜、日曜を除く）

さつま町役場(本庁)総務課　行政係
（☎0996-53-1111　内線2213、2214）

さつま町消防本部　消防課　総務係
（☎0996-52-0119　内線260、261）

職　　      　　種

採 用 予 定 人 員

受   験   資   格

試      験      日 

申込用紙の受け取り

申  込  手  続  き

受 験 申 込 期 限

受験申込受付時間

お問い合わせ先

一般行政職 消　防　職

若干名（うち障害者１名） 若干名

救

＆

薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

広　告広　告

さつま町職員採用試験
平成26年度 ぼくと一緒に

　町のために
　　頑張ろう！！

を実施します。

第３回

ク
ー
リ
ン
グ
・

　
　
オ
フ
す
る
と

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

知って
 得する

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

・
契
約
は
、
初
め
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
支
払
済
み
の
現
金
は
、
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。

・
商
品
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
販
売
業

者
の
負
担
で
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

・
違
約
金
や
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
工
事
な
ど
の
場
合
、
土
地
や
建
物
を
無
料
で

元
の
状
態
に
戻
す
よ
う
業
者
に
請
求
で
き
ま
す
。

◆
訪
問
購
入
（
買
取
り
）
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
、

消
費
者
は
購
入
業
者
に
対
し
て
売
却
し
た
商
品

の
引
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
契
約
書
が
渡
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
契
約
書
に

重
要
な
不
備
が
あ
っ
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
ま
す
。

◆
通
信
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
せ
ん
。
購
入
す
る
際
は
、
返
品
表
示
を
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

法
律
で
取
消
し
で
き
る
場
合
や
、
一
定
の
解

約
料
を
支
払
っ
て
解
約
で
き
る
場
合
、
販
売
会

社
と
の
交
渉
で
合
意
解
約
で
き
る
場
合
な
ど
あ

り
ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
朗
読
劇
、
替
え
歌
、
ク
イ
ズ
な
ど
あ
り
ま
す
。

　　

５
月
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ロ
ン
、
高
齢
者
学
級
、

そ
の
他
の
出
前
講
座
が
お
か
げ
さ
ま
で
盛
況
で

す
。
講
座
実
施
回
数
29
回
、
受
講
者
数
が
延
べ

７
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
（
７
月
中
旬
現
在
）

　
●
受
講
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、
次
の
よ
う
な
ご
感

想
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
地
元
の
例
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
忘
れ
や
す
い
の
で
何
回
で
も
聞
き
た
い
。

・
直
接
話
さ
れ
た
（
実
話
を
）
の
で
耳
に
残
っ

た
。
こ
ん
な
講
座
は
何
回
あ
っ
て
も
い
い
で
す

ね
。

・
相
談
窓
口
の
案
内
を
し
て
ほ
し
い
。

・
自
分
た
ち
が
登
場
で
き
る
の
が
い
い
。

　

今
後
、
子
育
て
中
の
世
代
、
子
育
て
の
終
わ

っ
た
世
代
向
け
の
講
座
も
予
定
中
で
す
。
各
種

グ
ル
ー
プ
で
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談
窓

口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
窓
口　

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
１
）

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
も

◆
出
前
講
座

　
　

実
施
中
！

　
　

受
付
中
！

地域医療を考える町民講座地域医療を考える町民講座

～さつま町救急の日・救急医療週間記念行事～

■お問い合わせ先　さつま町役場　健康増進課健康増進係　☎53‐1111(内線2146)

■場所：宮之城ひまわり館　いきいき学習室

■日程：

　［開　　会］開会のあいさつ　　13：30～13：40

　［基調講演］　　　　　　　　　13：40～14：40

　　演題：「地域医療を守るために私たちができること」

　　　　　～宮崎県北の地域医療を守る会の取組みと考え方～

　　講師：宮崎県北の地域医療を守る会

　　　　　事務局長　 福田　政憲　氏

   [救命講習］

　　講習：「心肺蘇生法（ＡＥＤの使用方法等）」

　　　　　　　　　　　　　　　　14：50～15：50

　　講師：さつま町消防本部　　　　　　　　

  ［閉　　会］　

    総括・閉会    　　　　　　　　　　～16：00

■主催：公益社団法人薩摩郡医師会・さつま町

■日時：

神子区夏祭り

今年も神子の
　　　夏が熱い！
今年も神子の
　　　夏が熱い！

午後６時から午後６時から

あび～る館駐車場あび～る館駐車場
午後６時から午後６時から

あび～る館駐車場あび～る館駐車場
幼児・園児のお神輿
舞台発表
吹奏楽演奏
ラムネの早飲み
バンド演奏
花火

８/12
(火)

平成26年

第６回第６回

主催：神子区公民館　協賛：あび～る館

抽選会もあるよ

９月６日（土）
　午後１時から受付

平成２６年
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さかあがりができるようになる
という夏休みの宿題を出された
ゆうたくん。何度やってもでき
なくて、もうやらないと思った
のですが…。

昭和20年３月10日。一晩で10万
人が亡くなった東京大空襲とは…？
奇跡的に助かった女の子が体験した
おはなし。

世界一素朴な質問、
　宇宙一美しい答え

ジェンマ・エルウィン・ハリス 編
西田 美緒子 訳
タイマ タカシ 絵
（河出書房新社）

下戸は勘定に
　　入れません

西澤 保彦 著

（中央公論新社）

あさがお

荒井真紀 文・絵 

（金の星社）

しゅくだい
　　さかあがり

せんそう

【屋地楽習館図書室】 【こども図書館】

【鶴田中央公民館図書室】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こ ど も 図 書 館　☎57-1202

　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　☎59-2022（代表）　　・屋地楽習館図書室　☎53-1994

新着本新着本

　

白
男
川
小
で
は
、
ホ
タ
ル
の
飼
育
や
野
菜
栽
培
、
理

科
実
験
等
、
身
近
な
自
然
を
学
ぶ
理
科
的
な
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
身
近
な
自
然
で
す
が
、
意
外
と
知

ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て

自
然
の
き
ま
り
を
発
見
し
た
り
理
科
好
き
な
子
ど
も
が

増
え
た
り
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一 

ホ
タ
ル
の
飼
育…

 

今
年
度
か
ら
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
オ
ス
と
メ
ス
を
捕
獲
し
、
産
卵
さ
せ
ま
し
た
。

約
３
週
間
後
に
何
千
匹
も
の
幼
虫
が
ふ
化
し
、
水
槽
で

育
て
て
い
ま
す
。
「
幼
虫
は
と
っ
て
も
小
さ
い
け
ど
動

い
て
い
る
。
」
「
卵
も
幼
虫
も
初
め
て
見
ま
し
た
。
」

子
ど
も
た
ち
も
興
味
を
も
っ
て
観
察
し
て
い
ま
す
。
幼

虫
は
こ
の
後
、
５
・
６
回
脱
皮
し
て
来
年
の
２
月
ま
で

成
長
し
、
陸
に
上
が
っ
て
土
の
中
で
さ
な
ぎ
に
な
り
、

５
月
頃
成
虫
と
な
り
ま
す
。
幼
虫
へ
の
え
さ
や
り
や
大

き
く
な
る
様
子
を
継
続
観
察
し
て
い
ま
す
。

二 

水
耕
栽
培…

 

水
だ
け
で
野
菜
を
育
て
る
取
組
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
土
の
成
分
と
同
じ
液
体

肥
料
を
使
う
こ
と
と
、
根
が
空
気
に
触
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
ピ
ー
マ
ン
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
枝

豆
が
実
を
つ
け
ま
し
た
。
レ
タ
ス
は
全
校
児
童
が
コ
ッ

プ
で
栽
培
し
、
立
派
に
成
長
し
ま
し
た
。
秋
の
野
菜
栽

培
に
も
取
り
組
む
計
画
で
す
。

三 

も
み
が
ら
く
ん
炭…

 

も
み
が
ら
で
く
ん
炭
を
焼
き

ま
し
た
。
作
っ
た
く
ん
炭
は
子
ど
も
た
ち
の
鉢
栽
培
や

花
壇
の
土
壌
改
良
に
使
い
、
炭
の
効
用
を
学
習
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
段
ボ
ー
ル
に
く
ん
炭
と

腐
葉
土
を
入
れ
、
米
ぬ
か
を
混
ぜ
な
が
ら
生
ゴ
ミ
を
入

れ
て
作
る
「
段
ボ
ー
ル
堆
肥
」
も
進
め
て
い
ま
す
。
微

生
物
が
ゴ
ミ
を
分
解
し
、
立
派
な
堆
肥
が
で
き
、
ご
み

減
量
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

四 

お
も
し
ろ
理
科
実
験…

 

ク
ラ
ブ
活
動
や
理
科
、
生

活
科
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
「
お
も
し
ろ
理

科
実
験
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
電
気
く
ら
げ
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
お
も
り
で
動
く
車
、
不
思
議
な

コ
マ
作
り
等
で
す
。
自
分
で
試
し
、
作
る
こ
と
で
科
学

の
き
ま
り
を
見
つ
け
た
り
科
学
の
不
思
議
さ
を
実
感
さ

せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

教
育
活
動
の
紹
介
⑨

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
校
区
の
特
色
や
児
童
生
徒
の
実
態
、
教

師
や
保
護
者
・
地
域
の
思
い
・
願
い
等
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
を
す
こ

や
か
に
育
て
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

学
校
が
元
気
！

白
男
川
小
学
校

「
理
科
好
き
な
子
ど
も
の
育
成
」

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!

海うそ

梨木 香歩 著

（岩波書店）

福田 岩緒 作・絵（ＰＨＰ研究所）
塚本 千恵子 文　塚本 やすし 絵

（東京書籍）

　　役場　鶴田支所の隣、
鶴田中央公民館の中にあり
ます。近くには、鶴田中学
校やクッキー（スーパー）
があります。

世界の第一人者100人が100の質問に答える

中はこんな雰囲気です中はこんな雰囲気です

ここが図書室↓ここが図書室↓

鶴田中央
公民館図書室

お気軽にお立ち寄りください！

蔵書冊数は

約15,000冊。一般書と

児童書の割合が半々で、赤ち

ゃんから大人まで幅広くご利

用いただけます。アットホー

ムな空間で、図書室がより身

近に感じられる雰囲気が

特徴です。
公民館入口↑公民館入口↑

町の図書室について、今月から１室ずつ

その特徴などをご紹介します！

今月は「鶴田中央公民館図書室」です★
ってこんな

　　ところ！

　『鶴田中央

公民館図書室』

ってどこに

　　あるの？

Ｑ Ａ

外から見ると…

昭和20年３月10日
東京大空襲のこと

▲

お
も
し
ろ
理
科
実
験
～
風
船
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

▲

水
耕
栽
培
～
レ
タ
ス
～

▲

も
み
が
ら
く
ん
炭
づ
く
り

▲

ホ
タ
ル
の
世
話

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

■
「
は
い
は
い
」
は
と
て
も
重
要
で
す　

　

私
た
ち
が
産
ま
れ
て
か
ら
立
つ
ま
で
の
全
て
の

体
の
動
き
は
、
人
の
体
の
土
台
（
根
っ
こ
）
を
つ

く
る
も
の
で
あ
り
、
運
動
や
体
力
の
基
礎
に
な
り

ま
す
。
人
の
発
達
に
は
飛
び
級
は
な
く
、
「
寝
返

り
」
や
「
は
い
は
い
」
な
ど
の
０
歳
児
の
発
達
を

順
に
、
一
つ
一
つ
の
過
程
を
じ
っ
く
り
体
験
さ
せ

る
事
が
重
要
で
す
。
そ
れ
は
身
体
だ
け
で
は
な
く
、

心
や
お
口
、
特
に
１
歳
半
く
ら
い
ま
で
の
脳
の
神

経
の
つ
な
が
り
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
き
ま
す
。

中
で
も
「
は
い
は
い
」
は
大
切
で
、
身
体
と
心
の

軸
を
作
る
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

■
「
は
い
は
い
」
は
体
幹
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

今
や
「
は
い
は
い
」
の
重
要
性
は
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
達
に
も
認
知
さ
れ
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
基
礎
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
程
で
す
。
本
来
な
ら
ば
、
立
っ
て
歩
き
出
す

ま
で
の
体
作
り
と
し
て
０
歳
児
の
う
ち
に
「
は
い

は
い
」
を
十
分
に
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
が
、

た
と
え
「
は
い
は
い
」
を
飛
ば
し
て
次
の
発
達
を

踏
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
遊
び
や
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
通
し
て
「
は
い
は
い
」
を
再
学
習
す

る
こ
と
で
、
取
戻
し
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
成

長
過
程
に
合
わ
せ
、
そ
の
時
期
に
応
じ
た
発
達
が

と
げ
ら
れ
る
よ
う
そ
の
知
識
や
、
便
利
グ
ッ
ズ
を

使
用
す
る
上
で
〝
配
慮
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
〟
を

知
っ
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

適
切
な
見
守
り
と
安
全
の
配
慮
、
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
心
と
体
を
自
由
に
開
放
さ
せ
、

伸
び
伸
び
と
自
分
を
表
現
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
、
心
と
身
体
づ
く
り
の
根
っ
こ
を
作
っ
て

い
く
の
で
す
。

０
歳
か
ら

心
と
身
体
づ
く
り
の
根
っ
こ
は健

康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

３～４か月：首がすわる

４～６か月：寝返りをうつ

７～８か月：１人でお座りができる

７～10か月：はいはいをする

８～11か月：つかまり立ちをする

８～12か月：伝い歩きをする

１歳１か月～

１歳２か月：ひとりで歩く

お
子
さ
ん
の
様
子
は

　
　
　

ど
う
で
す
か…

？

お
子
さ
ん
の
様
子
は

　
　
　

ど
う
で
す
か…

？

・
う
つ
伏
せ
を
嫌
が
る

・
寝
返
り
し
な
い

・
「
は
い
は
い
」
で
は
な
く
て
、
お
尻
か
ら

　

移
動
が
は
じ
ま
る

・
１
歳
近
く
に
な
っ
て
も
「
は
い
は
い
」
し
な
い

・
歩
き
方
や
走
り
方
が
ぎ
こ
ち
な
い

・
よ
く
転
ぶ
、
転
ぶ
と
き
に
手
が
出
な
い

・
和
式
ト
イ
レ
で
お
尻
を
つ
い
て
し
ま
う

・
靴
を
立
っ
て
は
け
な
い

・
手
の
力
が
弱
い

・
細
か
い
作
業
が
苦
手

・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
、

　

左
右
の
ズ
レ
が
あ
る

子どもの発達の目安



今
月
の
納
税
な
ど

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

健
康
診
査
日
程
【
８
・
９
月
分
】

心
配
ご
と
相
談
所

さ
つ
ま
美
術
展
作
品
募
集

み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ

　
　
２
０
１
５
参
加
者
募
集
！！

国
民
年
金
の

　
　
　
任
意
加
入
制
度

年
金
相
談
（
事
前
に

　 

予
約
が
必
要
で
す
）

高
校
生
・
学
生
の
皆
さ
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ

 

シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に

　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

　
　
受
信
料
の
免
除

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

16広報さつま17 広報さつま

　

今
年
度
で
15
回
目
の
節
目
を

迎
え
る
「
み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
を
、
来

年
１
月
25
日
（
日
）
に
開
催
し

ま
す
。

■
楽
器
演
奏
者
大
募
集

　

興
味
の
あ
る
方
、
さ
つ
ま
町

に
ゆ
か
り
の
あ
る
吹
奏
楽
経
験

者
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
！ 

「
も
う
長
い
こ
と
楽
器
に
触
れ

て
い
な
い
ん
だ
け
ど
…
」
と
い

う
一
般
の
方
や
、
高
校
・
大

学
・
専
門
校
生
も
大
歓
迎
で
す

の
で
、
お
友
達
を
誘
っ
て
ぜ
ひ

ご
出
演
下
さ
い
‼

■
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
付
中

　

ま
た
、
「
こ
ん
な
曲
を
演
奏

し
て
み
た
い
・
聴
い
て
み
た

い
。
」
と
い
う
曲
や
「
こ
ん
な

こ
と
し
た
ら
い
い
の
に
。
」
と

い
う
提
案
も
、
あ
わ
せ
て
募
集

し
ま
す
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を

持
っ
た
あ
な
た
、
す
で
に
さ
つ

ま
町
に
縁
が
で
き
ま
し

た
。
第
１
回
締
切
を

９
月
１
日
と
し
ま

す
が
、
以
降
12

月
末
日
ま
で
随

時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　

（
内
線
２
５
５
１
・
２
５
５
２
）

　

文
化
セ
ン
タ
ー
直
通

　

☎
（
53
）
１
７
３
２

メ
ー
ル
‥

sha-bunka@
satsum

a
- net.jp

■
内
容

　

社
会
人
の
基
礎
知
識
講
座
・

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
出
店
計
画

の
作
成
か
ら
販
売
ま
で
の
実
践

活
動
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

〔
第
１
回
目
〕
９
月
20
日

（
土
）
（
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分
）
か
ら
〔
第
６
回

目
〕
11
月
９
日
（
日
）
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。（
全
６
回
）

■
場
所

　

川
内
文
化
ホ
ー
ル
及
び
川
内

川
宮
里
公
園

■
対
　
象　

高
校
生
・
学
生

■
参
加
料　

無
料

■
締
　
切　

８
月
28
日
（
木
）

■
注
意
事
項

　

全
６
回
す
べ
て
に
参
加
で
き

る
方
を
原
則
と
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
川
内
青
年
会
議
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人

　

川
内
青
年
会
議
所

　

☎
（
22
）
５
９
３
８

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://sendai-jc.org

　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す

の
で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び

質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）・

配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎

年
金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
町

民
環
境
課
町
民
係
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予
約

し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
と

委
任
を
受
け
た
方
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
（
免
許
証

等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
川
内
年
金
事
務

所
（
☎
22-

５
２
７
６　

自
動

音
声
案
内
）
、
役
場
本
庁
町
民

係
、
各
支
所
町
民
福
祉
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

n/w
w
w
/index.htm

l

■
相
談
日
時
　

　

８
月
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場
　

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
申
込
期
限　

　

８
月
21
日
（
木
）

■
申
込
先
　

　

町
民
環
境
課　

町
民
係　

　

（
内
線
２
１
２
３
）

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
取
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
ご

本
人
の
申
出
に
よ
り
、
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
５
年
間
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
65
歳

か
ら
受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ

支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
年
金

保
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０

月
未
満
の
方

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
方

①
か
ら
④
に
該
当
す
る
方
が
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
　
　

町
民
環
境
課

　
　
　
　

町
民
係　

　
　
　
　

（
内
線
２
１
２
３
）

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
12
生
）
育
児
相
談

　

８
月
８
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
12
生
）
健
診

　

８
月
20
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
23
．
６
生
）
健
診

　

８
月
27
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
５
生
）
歯
科
健
診

　

９
月
４
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

９
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
４
生
）
健
診

　

９
月
10
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

・
８
月
25
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
９
月
８
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

８
月
20
日
（
水
）　
　
　
　

　

８
月
27
日
（
水
）

　

９
月
４
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

９
月
２
日
（
火
）

　

９
月
16
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

（
さ
つ
ま
町
役
場
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」身
長
・
体
重
測
定

　

９
月
19
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

・
町
県
民
税
第
２
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２
期

・
介
護
保
険
料
第
２
期

【
納
期
限
９
月
１
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
基

準
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

■
全
額
免
除
…
世
帯
に
身
体
・

療
育
・
精
神
い
ず
れ
か
の
手
帳

所
持
者
が
お
り
、
世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

■
半
額
免
除
…
契
約
者
が
重
度

の
障
害
者
、
又
は
視
覚
及
び
聴

覚
障
害
者
で
、
か
つ
世
帯
主
で

あ
る
こ
と
。

※
免
除
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
印
鑑
と
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
５
）

　

第
10
回
さ
つ
ま
美
術
展
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　

「
さ
つ
ま
町
で
か
な
え
た
い

夢
」
を
表
現
し
た
テ
ー
マ
部
と
、

自
由
課
題
の
自
由
部
の
２
部
門

で
募
集
し
ま
す
。
さ
つ
ま
町
を

こ
う
い
う
町
に
し
た
い
、
さ
つ

ま
町
で
実
現
し
た
い
夢
な
ど
を

絵
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
く
の
作
品
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
　

　

平
成
26
年
９
月
１
日
（
月
）

　
　

〜
10
月
31
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
規
定

①
作
品
は
水
彩
画
、
油
絵
、
日

本
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
版
画
及
び

そ
の
他
の
絵
画
と
し
、
作
品
の

大
き
さ
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

○
保
育
所
・
幼
稚
園
の
部
及
び

小
学
生
・
中
学
生
の
部

　

Ａ
３
（
四
つ
切
り
）サ
イ
ズ
以
下

○
高
校
生
・
一
般
の
部　
　
　

　

30
号
以
下
の
サ
イ
ズ

②
作
品
は
額
装
で
の
応
募
と
す
る
。

※
保
育
所
・
幼
稚
園
の
園
児
及

び
小
学
生
、
中
学
生
の
作
品
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

③
応
募
作
品
の
出
品
数

・
テ
ー
マ
作
品
１
人
１
点

・
自
由
作
品
１
人
１
点

※
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。　

■
応
募
方
法
　

　

応
募
期
間
内
に
次
の
箇
所
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

文
化
係

・
鶴
田
教
育
係
（
鶴
田
中
央
公

民
館
内
）

・
薩
摩
教
育
係
（
薩
摩
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
中
央
公

民
館
内
）

※
搬
入
の
際
は
、
出
品
一
覧
表

と
作
品
の
下
部
中
央
に
名
札
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

文
化
係
（
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ

ー
内
）
（
内
線
２
５
５
２
）

６
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    74件

　運んだ人      68人

◆内 訳

　急　　病 44件 41人

　交通事故  3件  2人

　そ の 他 27件 25人

◆発生件数　　0件
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大
切
に
長
く
使
っ
て
い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
で
退
職
金
の
準
備

を
始
め
ま
せ
ん
か

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
27
年
度
入
校
者
募
集

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

　
　
様
々
な
ご
相
談
を

　
　
　
　
お
受
け
し
ま
す

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
キ
ュ
ウ

シ
ュ
ウ
リ
ー
グ
試
合
日
程

（
日
特
）

第
62
回
鹿
児
島
県
発
明

　
く
ふ
う
展
作
品
募
集

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

あ
な
た
だ
け
の
「
こ
こ
ろ
の

風
景
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
大
募
集

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　 

建
退
共
制
度

18広報さつま19 広報さつま

　

県
民
の
発
明
の
奨
励
と
発
明

考
案
等
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、

創
意
工
夫
の
高
揚
を
図
り
、
本

県
の
産
業
振
興
と
県
民
生
活
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

■
募
集
作
品

①
児
童
生
徒
部
門

　

発
明
考
案
し
て
制
作
し
た
作

品
及
び
絵
画

②
一
般
部
門

　

発
明
考
案
し
て
制
作
し
た
作

品
及
び
参
考
作
品

■
応
募
資
格

①
県
内
の
小
中
高
校
生
、
た
だ

し
、
絵
画
は
小
中
学
生
の
み

②
県
内
居
住
者
又
は
県
内
事
業

所
で
働
い
て
い
る
方

■
申
込
締
切

　

10
月
３
日
（
金
）

※
入
賞
作
品
は
11
月
７
日（
金
）

〜
８
日
（
土
）
の
２
日
間
、
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

展
示

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人

　

鹿
児
島
県
発
明
協
会

　

☎
０
９
９
５（
73
）５
１
４
４

　

公
益
財
団
法
人　

人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア

イ
ヌ
の
方
々
の
悩
み
を
お
受
け

す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。
日
常
生
活
で

お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら
せ
、

差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
相
談
無
料
・
匿
名
可
・
秘
密

厳
守

■
相
談
専
用
電
話

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０（
７
７
１
）２
０
８

■
受
付
期
限
　

　

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

※
日
曜
、
祝
日
、
８
月
10
日
〜

17
日
、
12
月
27
日
〜
１
月
４
日

を
除
く
。

■
時
間　

　

平
日
・
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３（
５
７
７
７
）１
８
０
２

■
募
集
科
名　

　

電
気
設
備
科　

定
員
20
人　

訓
練
期
間
２
年
（
定
員
は
、
推

薦
入
校
者
と
一
般
入
校
者
の
合

計
人
数
で
す
。
）

■
応
募
資
格
　

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

込
者
を
含
む
）
若
し
く
は
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

■
願
書
受
付

　

平
成
26
年
９
月
１
日
（
月
）

〜
平
成
26
年
10
月
30
日
（
木
）

■
試
験
日

　

平
成
26
年
11
月
７
日
（
金
）

■
試
験
科
目　

　

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）
及

び
面
接

■
試
験
会
場

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

■
合
格
発
表
　

　

平
成
26
年
11
月
17
日
（
月
）

※

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９

月
19
日
（
金
）
及
び
10
月
８
日

（
水
）
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
ま
で
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

　

☎
０
９
９
４（
44
）８
６
７
４

　
　
中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
制
度
）
を
ご
存
知
で

す
か
？

　

こ
の
制
度
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
中
退
共
制
度
の
特
色

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

　

ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

・
管
理
が
簡
単
で
す
。

・
短
時
間
労
働
者
の
方
も
加
入

　

で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
退
共
事
業
本
部

　

☎
０
３（
６
９
０
７
）１
２
３
４

　

県
庁
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
１
４

　

九
州
７
県
で
は
、
修
理
し
な

が
ら
長
く
大
切
に
使
っ
て
い
る

「
も
の
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
期
限

　

９
月
５
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
規
格

・
エ
ピ
ソ
ー
ド
…
日
本
語
で
４

０
０
字
以
内

・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
…
Ａ
４
サ

イ
ズ
以
下
で
1
枚

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

記
入
の
上
、
写
真
ま
た
は
イ
ラ

ス
ト
を
添
え
て
、
郵
送
・
電
子

申
請
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
課

☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
９（
２
８
６
）５
５
４
５

メ
ー
ル
‥

recycle@pref.kagoshim
a.lg.jp

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

で
旅
人
「
火
野
正
平
さ
ん
」
が

自
転
車
で
全
国
を
旅
す
る
番
組

が
、
鹿
児
島
に
や
っ
て
来
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
心
に
残
る
風
景
を
、

お
手
紙
で
つ
な
ぐ
「
こ
こ
ろ
の

風
景
」
に
よ
っ
て
立
ち
寄
る
町

が
決
ま
り
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
を
全
国
に
宣
伝
す

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非

皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
の
風
景
を
手

紙
に
し
て
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
９
月
22
日
に
大
阪

を
出
発
し
、
西
日
本
を
巡
り
、

鹿
児
島
に
は
12
月
８
日
か
ら
訪

れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
風
景
と
は
…

・
人
生
を
変
え
た
忘
れ
ら
れ
な

い
場
所

・
ず
っ
と
残
し
た
い
ふ
る
さ
と

の
風
景

・
こ
こ
ろ
に
描
く
行
っ
て
み
た

い
場
所

・
誰
か
に
そ
っ
と
教
え
た
い
こ

こ
ろ
の
絶
景
な
ど

■
応
募
内
容
　

①
住
所　

②
名
前　

③
電
話
番

号　

④
性
別　

⑤
年
齢　

⑥
思

い
出
の
場
所
・
風
景　

⑦
思
い

出
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
写
真
が
あ
れ
ば
同
封
）
を
記

載
す
る
。

※
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
地
域
は
、
日
本
国
内
の
み

■
応
募
方
法

①
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kok

orotabi/ 　

へ
ア
ク
セ
ス

②
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ら

０
３
（
３
４
６
５
）
１
３
２
７

へ
送
信

③
お
便
り

〒
１
５
０-

８
０
０
１　

Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ
送
付

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

（
内
線
２
３
３
２
）

　　　

日
本
特
殊
陶
業
ラ
グ
ビ
ー
の

公
式
戦
が
以
下
の
日
程
（
予

定
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

強
豪
チ
ー
ム
が
激
突
す
る
試

合
を
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
地

元
企
業
チ
ー
ム
の
頑
張
り
と
活

躍
を
町
民
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

（
内
線
２
３
３
２
）

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建

設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
建
設
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額
３
１
０
円

■
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

・
掛
金
は
、
事
業
主
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

・
事
業
主
が
代
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様

へ
の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就

労
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手

帳
」
を
所
持
し
て
い
る
労
働
者

が
、
建
設
業
界
を
引
退
す
る
と

き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請

求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」

に
、
制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆

Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り
た

い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共　

鹿
児
島
県
支
部

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
6-

10

　

鹿
児
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
０
９
９（
２
５
７
）９
２
１
６

■お問い合わせ先　総務課　秘書広報係　

　 ☎53-1111（内線2212）

町広報紙に広告を掲載しませんか？

１枠１万円(縦6.0㎝×横8.5㎝）

詳しくは、町ホームページをご覧ください。

期　日

東芝大分

安川電機

山形屋

三菱自動車水島

新日鐵住金八幡

10:30

11:00

12:00

11:00

11:00

９月７日（日）

９月28日（日）

10月11日（土）

10月26日（日）

11月９日（日）

キックオフ 対戦相手

かぐや姫グラウンド

春日公園球技場（福岡県春日市）

日本特殊陶業グラウンド

日本特殊陶業グラウンド

グローバルアリーナ（福岡県宗像市）

試合会場



　
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
秘
書
広
報
係
　
　
）

志
に
き
れ
い
な
ハ
ス
の
花
が
咲

い
て
い
る
所
が
あ
る
と
聞
き
、

早
速
見
に
行
き
ま
し
た
。
我
が
家
の
近

く
で
、
車
で
３
分
位
？
灯
台
も
と
暗
し

と
は
こ
の
こ
と
。
農
道
わ
き
の
田
圃
に
、

そ
れ
は
そ
れ
は
、
見
事
な
ハ
ス
の
花
！

大
輪
で
真
白
や
う
す
紫
等
と
幾
種
類
も

あ
り
、
時
に
恵
み
の
雨
を
静
か
に
受
け

止
め
て
い
る
様
子
は
何
と
も
神
神
し
く

さ
え
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

育
て
ら
れ
た
持
ち
主
さ
ん
に
よ
る
と
、

種
子
を
播
き
昨
年
か
ら
咲
く
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
ま
だ
つ
ぼ
み
も
た
く

さ
ん
つ
い
て
い
ま
し
た
の
で
当
分
は
大

丈
夫
な
の
で
は
と
楽
し
み
で
す
。
な
ん

だ
か
心
も
洗
わ
れ
る
気
が
し
て
ま
す
。

近
辺
で
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
ハ
ス
の

花
、
ど
う
ぞ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　

（
さ
し
の
ん
子
72
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　
情
報
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ハ
ス
の
花
、

観
に
行
き
ま

し
た
。
と
て

も
き
れ
い
で

し
た
。

（
秘
書
広
報

係
　
　
）

年
三
町
合
併
10
周
年
を
迎
え
る

私
た
ち
の
町
さ
つ
ま
町
お
め
で

と
う
。
三
町
仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
10

年
「
ひ
と
・
自
然
・
元
気
か
が
や
く
さ

つ
ま
町
」
な
の
で
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
さ
つ
ま
町
を
讃

え
る
町
民
歌
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
さ

つ
ま
町
賛
歌
」
は
出
来
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。
県
下
最
古
の
歴
史
を
持
つ
吹

奏
楽
を
バ
ッ
ク
に
町
民
で
構
成
す
る
合

唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
で
ま
ず
は
新
年
の
吹

奏
楽
フ
ェ
ス
タ
で
発
表
出
来
た
ら
と
思

い
ま
す
。
お
昼
時
刻
の
野
ば
ら
の
よ
う

に
町
の
チ
ャ
イ
ム
に
流
れ
、
町
の
人
に

歌
い
継
が
れ
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
耳

に
す
る
だ
け
で
ふ
る
さ
と
我
が
町
の
山

や
川
の
情
景
が
懐
か
し
く
浮
か
ん
で
く

る
歌
「
さ
つ
ま
町
賛
歌
」
を
是
非
聞
き

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

（
本
田
公
宏
76
歳
男
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
現
在
、
町
民
音
頭
は
夏
ま
つ
り

な
ど
で
流
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
賛
歌

は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
係
に
伝
え
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
秘
書
広
報
係
　
　
）

は
そ
れ
ぞ
れ
「
ま
だ
ま
だ
の
思

い
と
も
う
そ
ろ
そ
ろ
の
思
い
」

が
交
錯
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、
生
業

（
製
茶
事
業
）
に
関
し
て
前
者
で
あ
り
、

公
民
会
諸
事
業
（
行
事
）
に
は
後
者
で

す
。
最
近
農
村
も
高
齢
化
や
人
口
減
が

進
み
、
農
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

も
い
ま
せ
ん
。
他
産
業
と
の
段
差
は
開

く
ば
か
り
で
こ
の
ま
ま
で
は
農
村
社
会

は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
農
村
に
準

公
務
員
待
遇
の
農
家
（
認
定
農
家
）・

農
村
社
会
構
成
員
制
を
設
け
る
な
り
、

役
場
、
農
協
職
員
の
中
か
ら
担
当
者
を

在
住
し
て
も
ら
う
な
り
何
ら
か
の
対
策

を
講
じ
な
い
と
先
々
大
き
な
「
ツ
ケ
」

が
回
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
。
公
民
会
全
員
が
地
域
の

こ
と
を
平
等
に
負
担
す
る
の
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
次
の
世
代

へ
募
る
思
い
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

茶
業
界
、
地
域
社
会
（
公
民
会
）
へ
、

静
観
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ま
ず
は

自
分
の
健
康
な
生
活
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
角
誠
一
68
歳
男
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　
農
村
が
消
滅
し
な
い
よ
う
町
職
員
も

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
秘
書
広
報
係
　
　
）

※

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

20広報さつま21 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2014/８月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

歳
の
横
浜
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
便
り
、
私
は
知
ら
な
い
昔
の

さ
つ
ま
町
の
風
景
が
浮
か
び
、
心
温
ま

り
ま
し
た
。

　

宮
之
城
町
の
閉
町
式
、
当
時
盈
進
小

学
校
６
年
生
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
を
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
で
き
た
こ
と
、
す
ご
く
光
栄
な
こ

と
だ
っ
た
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
便
り
に
あ
っ
た
、

古
木
鐵
太
郎
没
後
60
年
記
念
展
開
催
を

知
っ
て
い
れ
ば
、
行
っ
て
み
た
か
っ
た

で
す
。
調
べ
て
み
る
と
終
わ
っ
て
い
た

の
で
。
さ
つ
ま
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

の
企
画
展
な
ど
を
町
報
や
お
知
ら
せ
版

等
で
案
内
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う

と
こ
ろ
で
し
た
。

　
　
　

（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ま
る
21
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　
必
要
な
情
報
を
提
供
で
き
ず
、
す
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
し
、
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

　
古
木
鐵
太
郎
の
企
画
展
は
宮
之
城
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
も
計
画
し
て
い
る

よ
う
で
す
の
で
、
そ
の
際
は
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
秘
書
広
報
係
　
　
）

０
１
４
．
７
月
11
日
に
実
家
の

台
風
８
号
の
様
子
を
見
に
帰
っ

て
き
た
こ
の
日
が
、
薩
摩
中
央
高
校
の

『
平
成
26
年
度
第
10
回
か
ぐ
や
祭
』
が

開
催
さ
れ
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
母
校
で
あ
る
宮
之
城
高
校
が

薩
摩
中
央
高
校
と
な
り
、
懐
か
し
さ
も

あ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
方
の
対
応
と
い
い
、
学
生
さ
ん
方

と
い
い
、
と
て
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
温

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
「
豚
み
そ
」
を

購
入
し
、
82
歳
の
母
と
農
業
高
校
を
卒

業
し
た
弟
に
差
し
入
れ
し
た
ら
と
て
も

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
父
亡
き
後
、
母

と
二
人
で
畜
産
業
を
頑
張
っ
て
い
る
弟

に
と
っ
て
、
こ
の
「
豚
み
そ
」
は
と
て

も
懐
か
し
く
高
校
生
時
代
を
思
い
出
す

〝
ひ
と
と
き
〞
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
つ
ま
町
が
高
校
生
の
皆
さ
ん
方
の

大
き
な
支
え
と
な
り
、
農
業
面
、
そ
し

て
福
祉
面
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

く
と
し
た
ら
、
何
と
頼
も
し
い
こ
と
か

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
高
校

生
を
温
か
い
心
で
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
方
と
の
出
逢
い
で
、
学
校
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
出
来
て
有
意
義
な
一
日
で

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
早
坂
慶
子
58
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　
卒
業
生
の
参
加
を
、
先
生
や
生
徒
も

喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
町
内
唯
一

の
高
校
で
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援

　町では、平成２６年４月１日から、病児保育事業に

取り組んでいます。

■病児保育とは
　単に子どもが病気の時に保護者に代わって世話をす

るのではなく、専門家である保育士・看護師・栄養士

等が身体的・精神的・社会経済的・教育的なニーズと

最も重要な発達ニーズを満たすように保育と看護を行

うことです。

●利用対象者は
　さつま町に居住する乳幼児等で、その子どもが病気

又は回復期にあり、かつ保護者の勤務の都合、疾病、

事故、冠婚葬祭などの社会的にやむを得ない事情によ

って、家庭で保育ができない就学前までの子どもです。

●利用時間　月～土　8:30～17:30

　※日曜・祝日・盆・年末年始は休みです。なお、都

　　合により臨時休所する場合があります。

●利用料金
　１日2,000円、半日1,200円（昼食・おやつ代含む）

●利用手続き
　事前登録が必要です。

  事前登録用紙、利用申込書、家庭との連絡票は、役

場福祉課と保育園クオラキッズ等に置いてあります。

■お問い合わせ先
　病児保育所「かんがるー」

　(保育園クオラキッズ内)

　☎53-0335

　役場福祉課　子育て支援係　

　☎53-1111(内線2133・2136）

佐

人 来

濵

２

84

花

↑

花

↑

花

花

７月子牛せり市結果　期日：７月12日(土)～13日(日） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

めす 224 123,337,000 908,000 550,612 283

307

297

566,768

560,200

774,000

908,000

185,333,000

308,670,000

327

551

去勢

合計

性別 頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対６月分）

  17,335円安値

  3,311円安値

　  9,009円安値

病児保育事業さつま町

（
撮
影
７
月
30
日
）



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２５年８月１日生

ちゃん橋之口　蓮

両親から一言

父　秀　人 さん

母　沙也加 さん

は し の く ち れ ん

虎居馬場公民会

元気にすくすく

　育ってくださいね！！

ちゃん

平成２５年８月１日生

外室 昊大

両親から一言

父　貴　章 さん

母　笑　里 さん

ほ か む ろ ひろたか

京塚原公民会

元気で大きく
　　　育ってね！！

９月号へお便りをお寄せく
ださった方の中から、３名
様にプレゼント。
たくさんのご応募
お待ちしております♪

読者

を差し上げます！

22広報さつま23 広報さつま

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
12
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

ふ
る
さ
と
納
税

きりとり線

【応募締切】

８月18日(月)消印有効

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

プレゼント

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原　

純
夫

　

２
０
０
７
年
５
月
１
日
、
当
時
の

菅
義
偉
総
務
大
臣
が
都
市
生
活
者
に

住
民
税
の
１
割
程
度
を
生
ま
れ
故
郷

の
自
治
体
に
払
う
よ
う
に
す
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
の
財
政
が
大
変
厳

し
く
な
っ
た
た
め
、
都
市
と
地
方
の

税
収
格
差
を
是
正
す
る
意
味
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
会
を
経
て
、

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い

都
道
府
県
・
市
町
村
に
対
し
て
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
す
る
と
、
寄
附

金
の
う
ち
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
、
一
定
の
上
限
ま
で
原
則
と

し
て
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
納
税

額
か
ら
控
除
さ
れ
る
方
式
（
確
定
申

告
が
必
要
）
が
採
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
自
治
体
で
は
、
こ
の
制
度
を
出

郷
者
等
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
特
産
品
な

ど
特
典
を
付
け
て
勧
誘
に
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
産
品
等
が
付

く
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が

増
す
、
自
治
体
に
と
っ
て
も
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
と
後
々
の
取
引
に
つ
な
が
り
、

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

　

寄
附
は
町
に
直
接
、
又
は
県
を
通

じ
て
平
成
23
年
度
で
65
件
、
１
４
８

万
６
千
円
、
24
年
度
で
44
件
、
１
８

０
万
３
千
円
、
25
年
度
で
４
７
４
万

円
。
主
に
は
、
関
東
・
中
部
・
近
畿

圏
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
財
源
と
し
て
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

(500円分)(500円分)
商品券商品券

町長の動静 （平成26年６月）

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係 

杉
元　

大
輔

子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

No．34さつま町よかとこファイル
　

７
月
下
旬
ま
た
は
８
月
上
旬
の
吉
日

を
選
ん
で
オ
ギ
オ
ン
サ
ァ
（
祇
園
祭

り
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
神
社
の
祭
り
に
ち
な
ん
だ

行
事
で
、
祭
り
が
終
わ
っ
た
後
に
は
神

輿
が
巡
行
す
る
も
の
で
、
そ
の
前
後
を

二
人
で
組
ん
だ
獅
子
舞
の
よ
う
な
「
ア

ッ
ク
イ
（
悪
喰
い
）
」
が
子
ど
も
達
を

追
い
か
け
な
が
ら
噛
み
つ
く
仕
草
を
し

て
走
り
回
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
「
ア
ッ
ク
イ
」
に
噛
ま
れ

た
子
ど
も
は
元
気
に
育
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
さ
つ
ま
町
の
夏

ま
つ
り
や
各
地
の
夏
祭
り
等
で
「
ア
ッ

ク
イ
」
が
活
躍
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
「
ア
ッ
ク

イ
」
か
ら
泣
き
な
が
ら
逃
げ
回
る
子
や

自
分
か
ら
噛
ま
れ
に
行
く
子
な
ど
を
見

て
周
囲
の
人
々
は
自
然
と
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
地
の
祭
り
等
で
子
ど
も
達

の
成
長
を
願
い
な
が
ら
活
躍
す
る
「
ア

ッ
ク
イ
」
の
姿
を
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
探
し
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
25
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※「宮之城町史」参照

１
日

　
　

２
日

　
　

３
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　
７
日

　
　

10
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　
15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

20
日

    

23
日

　
　

24
日

　
　

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　
29
日

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
火
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

職
員
葬
儀
・
告
別
式

職
員
朝
会　

▽
三
役
調
整
会
議　

▽
入
札（
消
防
・
水
道
）　

▽
土
砂
災
害
危
険
箇
所
現
地
確
認

来
客
対
応（
北
薩
地
域
振
興
局
ほ
か
）　

▽
県
浄
化
槽
推
進
市
町
村
協
議
会
監
査

国
民
文
化
祭
さ
つ
ま
町
実
行
委
員
会

新
茶
贈
呈
式　

▽
薩
摩
中
央
高
等
学
校
振
興
対
策
協
議
会
総
会

北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会
・
北
薩
地
区
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会（
薩
摩
川
内
市
）

障
害
児
学
童
保
育
に
関
す
る
意
見
交
換
会　

▽
子
ど
も
子
育
て
会
議

町
農
林
技
術
協
会
総
会

来
客
対
応（
さ
つ
ま
建
友
会
）　

▽
奥
薩
摩
・
水
と
緑
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
総
会

町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会

６
月
定
例
議
会
開
会（
議
案
12
件
、報
告
３
件
）

職
員
朝
会　

▽
来
客
対
応（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店
長
）

議
会
本
会
議（
一
般
質
問
５
人
）　

▽
町
畜
産
振
興
会
総
会

河
川
敷
足
湯
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

議
会
全
員
協
議
会（
学
校
再
編
）　

▽
議
会
本
会
議（
総
括
質
疑
）　

「
葡
萄
の
お
酒
ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
」を
味
わ
う
会

議
会
文
教
経
済
常
任
委
員
会（
町
長
総
括
質
疑
）　

来
客
対
応（
川
薩
地
区
陸
上
協
会
会
長
ほ
か
）

来
客
対
応（
中
津
川
区
公
民
館
長
〜
む
ら
づ
く
り
県
知
事
表
彰
）　

県
学
校
農
業
者
ク
ラ
ブ
連
盟（
12
校
）各
種
発
表
大
会

課
長
会　

▽
地
元
商
店
応
援
金
目
録
授
与
式　

▽
周
辺
地
域
等
移
住
定
住
促
進
補
助
金
交
付
式

認
定
農
業
者
認
定
書
交
付
式（
一
名
）　

▽
来
客
対
応（
川
内
川
河
川
事
務
所
長
ほ
か
）

太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
・
専
門
部
辞
令
交
付
式

入
札（
水
道
）　

▽
さ
つ
ま
地
域
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
総
会

町
防
災
会
議
・
水
防
協
議
会
合
同
会
議　

▽
来
客
対
応（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

第
77
回
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
総
会（
東
京
都
）

地
元
選
出
国
会
議
員
要
望
活
動
・
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
訪
問（
東
京
都
）

「
葡
萄
の
お
酒
ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
」マ
ス
コ
ミ
発
表
会（
東
京
都
）　

日
本
森
林
林
業
振
興
会
評
議
員
会（
〜
28
日　

東
京
都
）

消
防
操
法
大
会
事
前
披
露
会

米
盛
　
一
郎
　
95
　
白
男
川

大
平
　
次
　
　
90
　
泊
野
高
峰

林
　
　
一
夫
　
81
　
時
吉
中
城

松
下
　
正
子
　
81
　
弓
之
尾

松
元
　
隆
　
　
69
　
山
崎
麓

宮
之
脇
正
雄
　
96
　
紫
尾
中

小
田
　
三
彦
　
87
　
天
神

堀
之
内
修
二
　
72
　
中
央

大
迫
　
光
徳
　
52
　
大
願
寺

井
上
　
ノ
ブ
　
81
　
一
ツ
木

福
永
ハ
ナ
ヱ
　
93
　
川
原
町

福
永
　
冬
子
　
90
　
北
原

富
園
リ
エ
子
　
85
　
き
ら
ら

今
西
　
龍
太
　
　
奈
々
　 

城
之
口

福
岡
彩
恵
子
　
　
宏
士
　 

轟
原

小
谷
　
爽
馬
　
　
啓
太
郎 

船
木
東

上
市
　
奏
心
　
　
義
弘
　 

時
吉
新
町

永
里
　
琉
維
　
　
侑
一
　 

船
木
下

下
田
　
詩
織
　
　
真
人
　
時
吉
新
町

山
下
　
和
夏
　
　
貴
宏
　 

旭

桑
波
田
蒼
士
　
　
鉄
平
　 

市
場

中
村
　
凛
音
　
　
憲
秀
　 

一
ツ
木

園
田
笑
汰
朗
　
　
隆
也
　 

豆
漬

大
工
園
冠
和
　
　
和
孝
　 

上
中
福
良

城
戸
　
一
篤
　
　
大
作
　 

新
町

男 女 男男男女女男男男男男

さ

え

こ

ふ
く
お
か

の

ど

か

や
ま
し
た

か

ん

な

だ
い
く
ぞ
の

か

ず

ま

き

ど

そ

う

し

く

わ

は

たし
ょ
う
た
ろ
う

そ
の
だ

り

お

と

な
か
む
ら

い
ま
に
し

り
ゅ
う
た

そ
う
し
ん

か
み
い
ち

し

お

り

し

も

た

る

い

な
が
さ
と

そ

う

ま

こ

た

に

昨年の夏まつりのアックイの様子

桑
波
田
　
男
　
95
　
五
日
町

松
ヶ
野
凉
子
　
61
　
別
野

小
久
保
　
進
　
82
　
紫
尾
中

山
下
　
保
人
　
104
　
城
之
口

本
田
　
保
子
　
86
　
虎
居
町

町
野
キ
ミ
エ
　
92
　
市
場

北
囿
　
和
良
　
87
　
船
木
西

登
尾
　
登
　
　
81
　
大
薄
上

大
　
東
洋
男
　
84
　
山
崎
麓

竪
山
　
ツ
ユ
　
88
　
下
手

朝
倉
ス
ミ
ヱ
　
92
　
大
薄
下

別
府
　
幸
也
　
79
　
柊
野
中
間
下

見
本
見
本

さつま町商工会が発行している商品券です
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広
報
さ
つ
ま
８
月
号

№
1
1
3

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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〔
メ
ー
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ア
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レ
ス
〕

h
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編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
）

平
成

2
６
年

８
月
７
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
５

０
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

上埜　泰典
う え の や す の り

さん
鶴田中学校３年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,774人（  -7人） 

　男　　10,555人（　-5人）

　女　　12,219人（  -2人）

    世帯数　9,762世帯

 転入    50人　転出　  49人

 出生　  14人　死亡    22人

 （平成26年７月１日現在）

     （　）は前月対比

県大会で、まず１勝をめざします
　僕の将来の夢は、目の前にせまった県大会で１勝するこ
とです。僕は野球部に所属しています。６月の地区総体で
は、きびしい戦いを勝ちぬき県大会の切符を獲得すること
ができました。
　今は、チーム一丸となって目標にむけて日々練習にはげ
んでいます。小さな夢を一つずつ現実にしていくことが、
未来へのステップだと思います。だから今は目の前の県大
会を全力でがんばり、今後の未来につなげたいと思います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

８　月

９　月

８　月

９　月

10日

17日

24日

31日

7日

14日

15日

薩摩郡医師会病院

さつまクリニック

溝口整形外科

てらだ内科クリニック

クオラリハビリテーション病院

薩摩郡医師会病院

小緑内科

５３－０３２６

５７－００２０

５２－４６６８

２１－３２３２

５３－１７０４

５３－０３２６

５２－１６７６

10日

17日

24日

31日

7日

14日

15日

青空薬局

みやんじょ薬局

ヘルシー薬局

さし薬局

ｍｙ薬局さつま

青空薬局

とどろ薬局

５２－０１０１

５２－４６５０

２１－３７３９

２１－３６１０

２９－３１００

５２－０１０１

５２－２５２５

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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